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は、実務・理論両面にわたる長い税効果会計の歴史を有するアメリカ(第 1 章)、イギリス(第 2 章)、カナダ(第 3
章)における税効果会計展開の過程を丹念に跡づけるとともに、相互の影響がどのようなもので、あったのかを検討し、
併せて、国際会計における税効果会計調和化の過程を概観している(補章)。




















本論文は、 2000 年 3 月期より、わが国においても本格的に導入されることになった税効果会計に関する数少ない
包括的・本格的な研究の一つであり、税効果会計先進国の歴史的展開過程の詳細な跡付けにより基本的論点を抽出し、
抽出された論点から構成される「基本モデル」を独自に考案し、展開することにより、対応アプローチ一見越・繰延
方式一全面的配分法の組合せが、今後の国際的調和の歩むべき方向であるとの明確な結論を得ることに成功している。
ただ、本論文がよってたつ基本論理は、現行財務会計の計算構造であり、税効果会計が制度化されるに際してしば
しば問題になる政治的・経済的影響の分析など、今後の研究に待つべき課題も少なくない。とはいえ、会計に加えて、
税務という広範かつ多様な内容を守備範囲とせざるをえない税効果会計の全体構造を、独自の「基本モデルJ を用い
て解明してみせた点は、本論文の明らかな貢献であり、博士(経済学)の学位に十分値するものと判断する。
